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3. 補修工事 

3.1 工事概要 

漏水対策工事は、試験湛水終了までのものと終了後のものに大別される。試験湛水

中には主に、漏水の多い横継目を対象に、初期においてはモルタル注入が後期におい

ては注入箱による注入が実施された。試験湛水終了後には、横継目止水板前面のグラ

ウチングを中心とする本対策が実施された。その後の再湛水では、継目漏水量を観測

しながら拡散防止箱による対策が実施された。 

3.2 試験湛水中の対策 

本体施工中から試験湛水終了までの漏水対策を表 3.1 に示す。おもな止水処理実績

としては、以下のものが挙げられる。 

① 試験湛水前の上流面鉛直クラックおよび下流面クラックのエポキシ樹脂また

はセメントミルクによる充填 

② 正副止水板間のグラウチング 

③ 試験湛水中の注入箱を用いたセメントミルク＋ベントナイトによる目詰め工 

④ 水位低下時の横継目のエポキシ樹脂と水平打継目の無収縮モルタルによるコ

ーキング 

試験湛水中の目詰め工の状況写真を写真 3.1～3.5 に、樹脂注入工の状況写真を

写真 3.6～3.7 に示す。 

 
表 3.1 試験湛水終了までの漏水対策 
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